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要　旨

　本研究は，北海道内の大学生909名を対象に2020年７月から９月までの２か月間に実施した

質問紙調査の結果から，新型コロナウイルスの感染拡大が大学生にどのように影響を及ぼして

いるのかについて，経済的困り感や遠隔授業の負担感，精神的健康や不安感，孤独感などの指

標により明らかにしたものである。

　経済的困り感の認知について新型コロナウイルス発生前後を比較すると，経済的困り群（「経

済的に困っている」「経済的にかなり困っている」）が2.7倍増加していることが認められた。

　また，遠隔授業の負担感については，オンデマンド授業とライブ授業に分けて尋ねたところ，

オンデマンド型授業の負担感については，負担群（「とても負担である」「すこし負担である」）

は52.4％，負担ではない群（「まったく負担ではない」「あまり負担ではない」）は32.8％であっ

た。ライブ型授業の負担感については，負担群（「とても負担である」「すこし負担である」）

は48.1％，負担ではない群（「まったく負担ではない」「あまり負担ではない」）は32.5％であった。

　心理尺度においては，Kessler 6 scale（K6）からは，対象学生の約55%の学生がストレスを

抱え，そのうち約17%の学生は強いストレスによる気分・不安障害を伴っている可能性がある

結果となった。Generalized Anxiety Disorder-7（GAD-7）からは，対象学生の約16%が大き

な不安感を抱えていることが見て取れる。また，約５%の学生は重度レベルの不安感を抱えて

いる結果となった。
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Ⅰ．問題と目的

　新型コロナウイルス感染拡大を受け，2020

年３月12日に北海道で，同年４月７日には全

国で緊急事態宣言が発令された。大学に対し

ては，2020年４月６日に文部科学省より「大

学等における遠隔授業の実施に当たっての学

生の通信環境への配慮等について（通知）」

が発信され，ほぼすべての大学が手探りの状

態で遠隔授業が導入された。

　2020年４月20日から４月30日の期間に約

35,000人の大学生対象に実施されたWeb調

査（全国大学生活協同組合連合会広報調査部，

2020）における「現在の大学の授業の様子を

教えてください」という項目では，「WEB(

大学には出校せず受講)での授業を受けてい

る」が18,382人（52.2%），「授業は行われて

いない」が16,161人（45.9%）という結果で

あった。また，「この先の「経済的な不安」

を感じますか？」という項目では，「不安で

ある」が13,267人（38.5%），「非常に不安で

ある」が10,079人（29.2%）という結果であ

った。つまり，この時期には授業が行われて

いない大学が半数近くもあり，また経済的不

安についても７割弱の学生が抱えていること

が読み取れた。

　大学共同利用機関法人 情報・システム研

究機構国立情報学研究所（Nation Institute 

of Informatics,以降「Nii」と表記する）は，

そのホームページ上に「４月からの大学等遠

隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポ

ジウム」と題し，2020年３月26日から12月25

日現在まで23回ものサイバーシンポジウムを

開催している。全国における緊急事態宣言が

解除された５月25日以降のNiiのサイバーシ

ンポジウムでは，アンケート調査結果の報告

も見られるようになり（例えば，植原2020，

松河2020，野瀬・長沼2020，串本2020，丸山

2020），2020年６～７月における，学生や教

職員が遠隔授業や大学生活についてどう捉え

ているのかなどの状況が少しずつ見えるよう

になってきた。

　また，2020年６月頃の小学校・中学校・高

等学校が順次再開されてきた時期には，大学

生の想いを反映する事象として，「#大学生

の日常も大事だ」というハッシュタグが

Twitterで拡散されるようになってきた。同

年７月にはある芸術系学科の大学生の「大学

生は，いつまで我慢をすればいいのでしょう

か。」というツイートで，４月から７月まで

の大学生活をマンガで描写している。そのマ

ンガには「小中高も会社も再開してるのにど

うして大学は始まらないの？」「旅行には行

ってもいいのに大学に行ってはいけない

の？」「消えるのは授業日数と変わらない学

費」など，在宅学習を強いられる一大学生の

憤り，孤独感，虚しさなどが吐露されており，

現在（2020年12月29日）までに約40万件の「い

いね」がつき，約15万件のリツーイトがされ

ている。

　2020年度の一年間，各大学が大学生の安

全・安心と教育の質を保障するために，多く

の議論を重ね，できる限りの努力や配慮をし

てきたことが実情であろう。その中で，大学

生への対応を考える上では，現在の大学生が

置かれている現状を把握することに努め，学

生たちの声に耳を傾け，正確に大学生の生活

状況を把握することが重要ではないだろう

か。特に，大きな環境的変化に対して長期的

な適応を強いられているという点では，まず



149

大学生の心理的健康面について把握する必要

がある。加えて，家計支持者の職務状況・雇

用状況の変化や，学生自身のアルバイト機会

の停止や減少など，社会経済的な困難が生じ

ているケースは少なくない。遠隔授業などの

学業環境の変化についての負担感と同時に，

個人の経済状況の変化についての負担感も，

把握する必要があるであろう。

　全国において発令された緊急事態宣言が解

除され，事態の長期化が明らかとなってきた

2020年７～９月の時期に着目し，北海道内に

在籍する大学生や短期大学生，大学院生を対

象に経済的困り感や遠隔オンライン授業の負

担感，そして心理健康面などについて調査す

ることを目的に本研究を実施した。

Ⅱ．方法

１．調査協力者と調査時期

　北海道内の複数の大学に縁故法により依頼

し，承諾の得た909名の大学生，短期大学生，

大学院生を対象とした。平均年齢は19.9歳

（SD=2.6）であった。

　調査時期は，2020年７月から９月であった。

２．調査内容

　調査はMicrosoft Formsによってweb上で

行った。

　内容については，以下の通りである。

１）居住環境や経済状況についての項目

　居住形態について，以下の５件法で尋ねた。

「元々実家に住んでいる」，「一人暮らしをし

ていたが，新型コロナウイルスの影響で，今

は実家に住んでいる」，「今もアパートやマン

ションなどで一人暮らしをしている」，「シェ

アハウス，親せき宅などで家族以外の他人と

暮らしている」，「その他」。

　アルバイトの状況について，以下の４件法

で尋ねた。「大学生になってからはアルバイ

トをしていない」，「大学生の時からしていた

が，勤務時間が減らされている」，「大学生の

時からしており，今もほぼ変わらず勤務して

いる」，「その他」。

　奨学金受給状況について，以下の４件法で

尋ねた。「奨学金をもらっていない」，「大学

生になって初めて奨学金をもらっている」，「 

高校生の時から奨学金をもらっていて，大学

生になってからももらっている」，「その他」。

　新型コロナウイルス発生前後の経済的困り

感について，平井ら（2015）の主観的経済状

態の指標を参考にして以下の５件法で尋ね

た。「経済的にかなりゆとりがある」，「経済

的にまあゆとりがある」，「経済的にゆとりは

ないが困ってはいない」，「経済的に困ってい

る」，「経済的にかなり困っている」。

２）講義の受講環境についての項目

　現在の講義形態について，以下の５件法で

尋ねた。「すべて遠隔授業」，「大半が遠隔授業」 

「遠隔授業と対面授業が同じくらいの割合」，

「大半が対面授業」，「すべて対面授業」。

　１週間における遠隔授業の履修コマ数（１

コマ90分）について，「１～４コマ」，「５～

10コマ」，「11～15コマ」，「16～20コマ」，「21

コマ以上」の５件法で尋ねた。

　オンデマンド型授業１及びライブ型授業２

１　 教員が資料や動画等によって講義を行い，課題を提出するもので，リアルタイムには講義
が行われないもの。

２　教員がZOOMやTeamsなどによって講義を行い，時間割通りに講義が行われるもの。
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の１週間における遠隔授業の履修コマ数（１

コマ90分）について，「１～４コマ」，「５～

10コマ」，「11～15コマ」，「16～20コマ」，「21

コマ以上」の５件法で尋ねた。

　オンデマンド型授業及びライブ型授業の負

担感について，「まったく負担ではない」，「あ

まり負担ではない」，「どちらともいえない」，

「すこし負担である」，「とても負担である」

の５件法で尋ねた。

３）精神的健康についての項目

　抑うつと不安を測定するためにKessler 6 

scale日本語版（川上ら，2006）６項目（「ま

ったくない」から「いつも」の５件法）を用

い た。 全 般 的 な 不 安 を 測 定 す る た め に

Generalized Anxiety Disorder-7日本語版（村

松, 2014）７項目（「まったくない」から「ほ

ぼ毎日」の４件法）を用いた。孤独感を測定

するためには孤独感尺度短縮版（Igarashi，

2019）３項目（「ほとんどない」から「よく

ある」の３件法）を用いた。その他の質問項

目については，本報告では省略する。

Ⅲ．結果と考察

１．調査対象者の属性

　対象者の属性についてはTable1からTable

５に詳細を示した。女性，４年制大学生，専攻

では教育学系学科の学生が多い傾向にあった。

Table １　性別
人数 ％

女性 530 58.3%
男性 362 39.8%
その他（答えたくないなど） 15 1.7%
未回答 2 0.2%

Table ２　在籍課程
人数 ％

大学（4年制） 835 91.9%
短期大学 52 5.7%
大学院 20 2.2%
その他 1 0.1%
未回答 1 0.1%

Table ３　学年
人数 ％

1年生 297 32.7%
2年生 284 31.2%
3年生 199 21.9%
4年生 103 11.3%
過年度生（4年間で卒業していない
学生） 8 0.9%

大学院生（修士課程、博士後期課程） 15 1.7%
上記以外（聴講生、科目履修生など） 2 0.2%
未回答 1 0.1%

Table ４　年齢
人数 ％

18歳 178 19.6%
19歳 263 28.9%
20歳 213 23.4%
21歳 127 14.0%
22歳 57 6.3%
23歳 18 2.0%
24歳以上 19 2.1%
未回答 34 3.7%

Table ５　所属学科
人数 ％

心理系学科 165 18.2%
教育系学科 399 43.9%
スポーツ系学科 160 17.6%
福祉系学科 32 3.5%
芸術系学科 27 3.0%
法律系学科 2 0.2%
経済・経営・社会学系学科 13 1.4%
情報系学科 78 8.6%
医療・看護系学科 7 0.8%
文学・語学系学科 2 0.2%
工学系学科 2 0.2%
その他、上記以外  20 2.2%
未回答 2 0.2%
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２．居住形態について

　居住形態は，Table ６のとおりである。「一

人暮らしをしていたが，新型コロナウイルス

の影響で，今は実家に住んでいる。」が8.9％

であった。調査時期が４～６月であれば，実

家に避難等した割合がもう少し高かったと思

われるが，７～９月時点でも１割弱が実家に

戻っていることがわかった。また，「今もア

パートやマンションなどで一人暮らしをして

いる。」が38.2％おり，アルバイト稼働や北

海道及び札幌の新型コロナウイルスの状況な

どから実家に戻ることをためらう学生もいる

のではないかと考えられる。

Table ６　居住形態
人数 ％

元々実家に住んでいる 432 47.5%
一人暮らしをしていたが、新型
コロナウイルスの影響で、今は
実家に住んでいる 

81 8.9%

今もアパートやマンションなど
で一人暮らしをしている 347 38.2%

シェアハウス、親せき宅などで
家族以外の他人と暮らしている 19 2.0%

その他 29 3.2%
未回答 1 0.1%

３．アルバイトの状況

　アルバイトの状況は，Table ７のとおりで

ある。「大学生の時からしていたが，勤務時

間が減らされている」が23.0％であった。調

査対象者の約４分の１がこの時期でのアルバ

イトの勤務時間を減らされていることがわか

った。また「大学生の時からしており，今も

ほぼ変わらず勤務している」が34.9％いるこ

とから，この新型コロナウイルスの影響で慣

れない遠隔授業の最中も全体の３割強の学生

はアルバイトを継続している状況が見て取れ

た。

　飯田（2019）は，大学生のアルバイト収入

については，「３～４万円台」，「５～６万円台」

がともに20％，「７～８万円台」が19％，「１

～２万円台」が10％，「10～12万円台」が５％，

「13万円以上」が２％であり，アルバイトが

学生の経済状況の重要な支えとなっているこ

とを示している。本調査果から半数強の学生

がアルバイトに従事する中で，新型コロナウ

イルスによる収入減少は大学生活を営んでい

く上で困難を伴うものであろう。

　また，高本・古村（2018）は，大学生がア

ルバイトを行うことによって精神的健康と修

学にどのような影響を受けるのかについて検

討した結果，「心理的負荷のかかる出来事（職

場での人間関係のトラブルやサポート源の消

失）の方が深夜勤務よりも抑うつへのリスク

が高い」と述べている。新型コロナウイルス

感染拡大により，アルバイト業務も三密（密

集・密接・密閉）状態の回避や消毒などの対

応に迫られる上に，感染対策に対する意識の

ズレや，シフトや業務分担の調整困難など対

人関係上の問題も多く生じると予測される。

そうした中で，アルバイトに従事している学

生の心理的負荷が懸念される。

Table ７　アルバイトの状況
人数 ％

大学生になってからはアルバイ
トをしていない 234 25.7%

大学生の時からしていたが、勤
務時間が減らされている 209 23.0%

大学生の時からしており、今も
ほぼ変わらず勤務している 317 34.9%

その他 148 16.3%
未回答 1 0.1%
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４．奨学金受給状況

　奨学金受給状況は，Table ８のとおりであ

る。「大学生になって初めて奨学金をもらっ

ている」が51.5％，「高校生の時から奨学金

をもらっていて，大学生になってからももら

っている」が5.8％で，合計すると57.3％の学

生が大学で奨学金を受給していることが分か

った。また「奨学金をもらっていない」と答

えた学生が40.8％いたことから，受給してい

る学生としていない学生は，おおよそ半数程

度に分かれていることが見て取れた。

　吉中（2016）は，奨学金をめぐる問題とし

て，「学費負担者の収入が減少しつつあるな

かで，奨学金を借りて進学せざるを得ない状

況になっている」こと，「少数ではあるが家

計補助的に給付している実態」があることを

指摘している。この結果から，道内の大学生

の半数以上の学生が奨学金を受給している中

で，今回の新型コロナウイルスに影響により

保護者の収入が減少し，学生のアルバイト困

難が進むようであれば，奨学金に依拠する学

生は今後も増えていくことが考えられる。

Table ８　奨学金受給状況
人数 ％

奨学金をもらっていない 371 40.8%
大学生になって初めて奨学金を
もらっている 468 51.5%

高校生の時から奨学金をもらっ
ていて、大学生になってからも
もらっている 

53 5.8%

その他 16 1.8%
未回答 1 0.1%

５．新型コロナウイルス発生前後の経済状況

の認知について

　新型コロナウイルス発生前の経済状況の認

知については，Table ９のとおりである。

　経済的困り群（「経済的にかなり困ってい

る」「経済的に困っている」）は全体の9.4％

であった。経済的ゆとり群（「経済的にかな

りゆとりがある」「経済的にまあゆとりがあ

る」）は全体の39.2％であった。経済的ゆと

りなし・困りなし群（「経済的にゆとりはな

いが困ってはない」）は51.4％であった。

　新型コロナウイルス発生後の経済状況の認

知については，Table 10のとおりである。

　経済的困り群（「経済的にかなり困ってい

る」「経済的に困っている」）は全体の25.5％

であった。経済的ゆとり群（「経済的にかな

りゆとりがある」「経済的にまあゆとりがあ

る」）は全体の24.9％であった。経済的ゆと

りなし・困りなし群「経済的にゆとりはない

が困ってはない」）は49.5％であった。

　新型コロナウイルス発生前後を比較する

と，経済的困り群（「経済的に困っている」「経

済的にかなり困っている」）が2.7倍増加して

いる。各項目について，「経済的にかなり困

っている」を５点，「経済的にかなりゆとり

がある」を１点として，新型コロナウイルス

発生前と発生後の経済状況の認知に差がある

かどうかについて対応のあるt 検定を行った

と こ ろ 有 意 な 差 が 認 め ら れ た（t=12.706, 

df=695, p<.001）。この結果から，新型コロナ

ウイルス発生前と発生後において，学生の経

済状況については発生後のほうが「困ってい

る」という認知が高くなっていることが示さ

れ，保護者の収入減少や学生のアルバイト収

入減少などの背景があることが考えられる。
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Table ９　�新型コロナウイルス発生前の経済
状況の認知

人数 ％
経済的にかなりゆとりがある 49 5.4%
経済的にまあゆとりがある  307 33.8%
経済的にゆとりはないが困って
はいない 467 51.4%

経済的に困っている 67 7.4%
経済的にかなり困っている  18 2.0%
未回答 1 0.2%

Table10　�新型コロナウイルス発生後の経済
状況の認知

人数 ％
経済的にかなりゆとりがある 34 3.7%
経済的にまあゆとりがある 193 21.2%
経済的にゆとりはないが困って
はいない 450 49.5%

経済的に困っている 179 19.7%
経済的にかなり困っている 53 5.8%

６．現在の講義形態について

　現在の講義形態については，Table 11のと

おりである。「すべて遠隔授業」「大半が遠隔

授業」を合わせると96.1％であった。調査時

期の７月から９月までは，調査対象者の大学

においてほぼ遠隔授業で講義が実施されてい

たことが見て取れた。

　全国大学生活協同組合連合会広報調査部の

報告（2020）では，対面（大学に出校して受

講）での授業を受けていると回答している学

生108人（0.3%），WEB（大学には出校せず

受 講 ） で の 授 業 を 受 け て い る が18,382人

（52.2%），授業は行われていないと回答して

いる学生が16,161人（45.9%），その他が548

人（1.6%）となっている（パーセンテージは

筆者らが計算して追加）。４月の時点では４

割強の学生が「授業が行われていない」と回

答している点に関して，北海道内ではゴール

デンウィーク明けに講義が始まった大学が多

いことからもこの結果を裏付けるものと言え

る。

　ちなみに，文部科学省によると「５月時点

では，約９割の大学等が全面的に遠隔授業を

実施していたが，７月１日時点では，約６割

が対面・遠隔授業を併用して授業を実施。対

面授業のみの大学等，遠隔授業のみの大学等

は，いずれも約２割。」と報告している。

　新型コロナウイルス発生前には対面授業が

当然のように行われていたが，本調査時期は，

北海道内のほぼすべての学生が遠隔授業によ

る講義を受けていたことが示唆された。

Table11　現在の講義形態
人数 ％

すべて遠隔授業 571 62.8%
大半が遠隔授業 303 33.3%
遠隔授業と対面授業が同じくら
いの割合 30 3.3%

大半が対面授業 4 0.4%
すべて対面授業 1 0.1%

７．１週間における遠隔授業の履修コマ数に

ついて

　１週間における遠隔授業の履修コマ数（１

コマ90分）については，Table 12のとおりで

ある。「16～20コマ」が16.2％，「21コマ以上」

が5.1％であり，これらを合わせると，２割

強の学生が，１日平均３コマの遠隔授業を履

修していることがわかった。

　本調査ではどのような機器で遠隔授業を受

講していたのかは尋ねていなかったが，おそ

らく「パソコン」「タブレット」「スマートフ

ォン」のいずれかが大半だと考えられる。ス

マートフォンのような小さな画面で１日３コ

マ（180分相当）受講する場合などでは視覚
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的・身体的負担も大きいことが予想されると

ともに，Wi-Fiの有無や速度など通信環境に

よっては落ち着いて受講できない場合も少な

くないと考えられる。

Table12　�１週間における遠隔授業の履修コ
マ数

人数 ％
１～４コマ 178 19.6%
５～10コマ  194 21.3%
11～15コマ 340 37.4%
16～20コマ 147 16.2%
21コマ以上 46 5.1%
未回答 4 0.4%

８．オンデマンド型授業の１週間の履修時間

数について

　１週間におけるオンデマンド型授業のコマ

数については，Table 13のとおりである。「５

～10コマ」が42.5％，「１～４コマ」が30.5％，

「11～15コマ」が20.1％の順であった。

　従来の対面型授業では，当然のことだが，

大学の講義室で実際に授業を受ける形態であ

るが，新型コロナウイルスによる影響により，

多くの授業が資料配布や動画配信などによっ

て期日までに課題等を提出するやり方に変わ

ったことが見て取れた。

Table13　�１週間のオンデマンド型授業のコ
マ数

人数 ％

１～４コマ 277 30.5%

５～10コマ  386 42.5%

11～15コマ 183 20.1%

16～20コマ  47 5.2%

21コマ以上 10 1.1%

未回答 6 0.7%

９．ライブ型授業の１週間の履修時間数につ

いて

　１週間におけるライブ型授業のコマ数につ

いては，Table 14のとおりである。「１～４

コマ」が60.8％，「５～10コマ」が32.6％，「11

～15コマ」が4.5％の順であった。

　先述してきたようなオンデマンド型授業よ

りはコマ数が少ないものの，全体の９割強が

「１～10コマ」の範囲内で，時間通り授業が

行われていることが見て取れた。

Table14　１週間のライブ型授業のコマ数
人数 ％

１～４コマ 553 60.8%

５～10コマ  296 32.6%

11～15コマ 41 4.5%

16～20コマ 8 0.9%

21コマ以上 3 0.3%

未回答 9 1.0%

10．オンデマンド型授業の負担感について

　１週間におけるオンデマンド型授業の負担

感については，Table 15のとおりである。負

担群（「とても負担である」「すこし負担であ

る」）は52.4％，負担ではない群（「まったく

負担ではない」「あまり負担ではない」）は

32.8％となり，負担を感じる者から感じてい

ないも者まで，分布が広がっている傾向が見

て取れた。

　分布が広がっていることの背景について

は，遠隔授業における個別学習の親和性が関

係していると考えられる。オンデマンド型授

業は、提供した学習内容を学生がどの程度あ

るいはどのように理解しているかを課題等に

よって教員は把握する形式をとる。課題等の

提出は出席確認も兼ねられて義務付けられて
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いる場合が少ないが、提出期間や課題内容は

授業によって異なる。それゆえに提出期限の

管理を含めた個別学習に慣れている学生とそ

うではない学生によって，負担感が異なるの

ではないかと考えられる。

Table15　オンデマンド型授業の負担感
人数 ％

まったく負担ではない 92 10.1%

あまり負担ではない 206 22.7%

どちらともいえない 130 14.3%

すこし負担である 300 33.0%

とても負担である 176 19.4%

未回答 5 0.6%

11．ライブ型授業の負担感について

　１週間におけるライブ型授業の負担感につ

いては，Table 16のとおりである。負担群（「と

ても負担である」「すこし負担である」）は

48.1％，負担ではない群（「まったく負担で

はない」「あまり負担ではない」）は32.5％と

なり，オンデマンド型授業と同様に二峰化が

見て取れた。

　二峰化の背景については，インターネット

に関する知識，デジタル機器操作の熟練度，

自宅の通信環境などが関係していると考えら

れる。

　インターネットに関する知識不足やデジタ

ル機器操作に慣れていない場合は，なかなか

ZOOMやMicrosoft Teamsなどにアクセス

できなかったり，スムーズに受講できなかっ

たりすることから結果的に授業に思うように

参加できず，だんだん授業に参加すること自

体が億劫になるなど学習意欲が減じることで

負担感が増えるのではないかと考えられる。

Table16　ライブ授業の負担感
人数 ％

まったく負担ではない 85 9.4%

あまり負担ではない 210 23.1%

どちらともいえない 172 18.9%

すこし負担である 317 34.9%

とても負担である 120 13.2%

未回答 5 0.6%

12．心理尺度について

１）　Kessler�6�scale（K6）について

　川上ら（2006）によるカットオフ値として，

気分・不安障害（陰性）が０～４点，気分・

不安障害（軽度）が５～８点，気分・不安障

害（中等度）が９～12点，気分・不安障害（重

度）が13～24点に区分されている。

　 本 調 査 結 果 か ら は， 平 均 値 が6.68

（SD=5.93），α係数は.90であった。また，川

上ら（2006）の分類に従うと，本調査の対象

者 は， 気 分・ 不 安 障 害（ 陰 性 ） が 410人

（45.1%），気分・不安障害（軽度）が185人

（20.3%），気分・不安障害（中等度）が159人

（17.5%），気分・不安障害（重度）が156人

（17.1%）となった。

　対象学生の約55%の学生がストレスを抱

え，そのうち約17%の学生は強いストレスに

よる気分・不安障害を伴っている可能性があ

る結果となった。単純比較はできないが，新

入生の約37％がストレスを抱えていたという

足立ら（2017）調査結果と比べると，ストレ

スを抱える学生の割合は高かった。

２）�Generalized�Anxiety�Disorder-7（GAD-7）

について

　本研究では村松（2014）にならい，０～４

点はなし，５～９点は軽度，10～14点は中
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等度，15～21点は重度の症状レベルである

と評価する。

　平均値は4.76（SD=4.83），α係数は.90で

あった。また，村松（2014）の分類に従うと，

０～４点は529人（58.1%），軽度の５～９点

は230人（25.3%），中程度の10 ～ 14点は101

人（11.1%），重度の症状レベルの15～21点

は49人（5.4%）であった。

　対象学生の約16%が大きな不安感を抱えて

いることが見て取れる。また，15点以上の学

生が約５%存在し，新型コロナウイルス下で

強い不安感を抱えていることが示唆された。

３）孤独感について

　平均値は4.72（SD=1.84），α係数は.86で

あった。

　孤独感尺度短縮版の日本語版を作成した

Igarashi（2018）の調査（n=1,020）では，平

均値5.42（SD=1.72）であった。Igarashi（2018）

の対象者には，あらゆる階層や職種の人間で

あったものの，本調査より孤独感の得点が高

い。このことから，必ずしも本対象者の孤独

感は高いとはいえない結果であった。

Ⅳ．まとめと今後の展望

　本研究は，北海道内の大学生が新型コロナ

ウイルスによる緊急事態宣言が解除された

2020年７月から９月までの時期を対象に，経

済状況の認知や遠隔授業の不安感，精神健康

面などについての調査を速報的に報告したも

のである。調査の結果としては，新型コロナ

ウイルス発生前と比べて発生後に経済的に困

り感を持っている学生が増加しており，アル

バイトに従事する学生の心理的負荷が懸念さ

れた。遠隔授業に対して負担感を感じずに適

応できている学生もいれば，そうでない学生

も半数程度存在することも明らかとなった。

複数の指標から精神的健康への影響が明らか

になり，コロナ禍での精神的健康の悪化も示

唆された。しかし，本研究では遠隔授業の負

担感の背景については明らかにはできなかっ

た。今後は，新型コロナウイルスによる影響

による経済状況，遠隔授業の負担感，精神的

健康など心理社会的変数とどのように相互作

用するのかを明らかにしていくこととする。

　本調査では，追加調査の協力に同意した学

生に対して第二波調査を予定している。今後

この調査の詳細な分析についても，順次，別

の論文や学会発表等で公表していくととも

に，今後も調査研究を続けていきたい。
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